
東京港の機能強化（案）（再編整備のイメージ）【現状】
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倉庫等の背後施設

×

ヤードから遠く、十分に
機能していない車両待機場

鉄道貨物ターミナルと
外貿ふ頭との連携不足

内航フィーダーと
外貿ふ頭との連携不足

待機船の発生

ＧＣ未使用時間の発生

岸壁水深不足
ＧＣスペック不足

点在するオフドックバンプール
・シャーシプール

背後に倉庫等が立地しており、
ヤードの拡張が困難

ヤードが狭隘

臨海部において福利厚生施設が不足

【用語】
CY：コンテナヤード
GC：ガントリークレーン
TOS：ターミナルオペレーションシステム

ゲート前交通混雑の発生

ゲートごとに繁閑



Port of Tokyo 2
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TOSの一体運用

みなとの駅（仮称）の整備
（コンテナ車両等が駐車可能）

・データ連携、一体的な利用
（バーチャルＣＴ）

・シャトル便の運航
（AGV、隊列走行、共同輸送）

ターミナル内又は隣接地へ
の車両待機場の設置

トレーラーの自動運転

新規ふ頭整備
フィーダーふ頭整備

ヤードクレーンの
相互融通、一体利用 「AIターミナル」

コンテナプランニング
事前荷繰り

RTG遠隔操作化

自動運航船への対応待機船の解消
岸壁増深・耐震化

ＧＣ大型化

岸壁一体利用による
ＧＣの相互利用

P

【用語】
CY：コンテナヤード
GC：ガントリークレーン
TOS：ターミナルオペレーションシステム
RTG：タイヤ式門型クレーン
AGV：自動搬送車

インランドデポの利用拡大
鉄道貨物駅との連携

オフドックバンプール・
シャーシプールの

ヤード周辺への集約

共同ゲート

搬出入事前予約制の実施

・データ連携、一体的な利用
（バーチャルＣＴ）

専用道路で接続

ヤード拡張

鉄道貨物ターミナルと外貿ふ頭の
シームレスな接続（AGV等）

東京港の機能強化（案）（再編整備のイメージ）【将来】

フィーダーふ頭との
シームレスな接続



シャーシプール

東京港の機能強化（案）（カーボンニュートラルのイメージ）【将来】
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トレーラー等向け
水素ステーションの整備

環境にやさしい輸送モード
（鉄道）の利用促進

環境にやさしい輸送モード
（内航船、はしけ）の利用促進

【用語】
FC：燃料電池（Fuel Cell）
FCV：燃料電池自動車（Fuel Cell Vehicle）
RTG：タイヤ式門型クレーン

施設の上部を利用した
太陽光発電

共同ゲート

トレーラー等への
燃料電池導入

カーボンニュートラルな電力による
船舶への陸上電力の供給

水素ステーション

荷役機械RTG
（FC）

ガントリークレーン
（FC）

港湾荷役機械への
燃料電池導入

陸上電力供給設備

コンテナトレーラー
（FCV）

船舶への次世代エネルギー
供給設備の整備



東京港の機能強化（案）（新規ふ頭整備［中防外・新海面］等のイメージ）【将来】
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Ｚ１
【水深】-16ｍ～
【延長】1,700m～（連続バース）
【奥行】500m（全バース）

 船舶の大型化を踏まえ、ふ頭計画を見直し、新たに中防外・新海面に連続バースを検討

 既存ふ頭では、岸壁増深、ガントリークレーン大型化等により機能強化

既設

既設

整備中

既定計画

新規（-16m～）

新海面処分場
埋立地

その１ その２

中央防波堤
外側埋立地

中央防波堤
内側埋立地

１５号地
若洲

大井ふ頭その２
城南島

１０号地その１

１０号地その２

大井コンテナふ頭

青海コンテナふ頭

品川コンテナふ頭

既存ふ頭
・岸壁増深・耐震化
・ｶﾞﾝﾄﾘｰｸﾚｰﾝ大型化



東京港の機能強化（案）（貨物量の見通し（試算）と施設対応のイメージ）【将来】

 東京港外貿コンテナ貨物量の見通し（概略推計（試算））［2040年代 520～620万TEU］
※内貿コンテナは含まない

 東京港外貿コンテナふ頭の施設対応 ［2040年代 600～700万TEU］
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中防外

外貿コンテナ貨物量
451

～

施設の不足

※第９次改訂港湾計画の検討時期（令和４年度）において、
貨物量を品目別（82品目、27分類）にて積み上げ推計予定

新規整備

再編整備

再編整備

新海面

再編整備
（＋効率化）

再編整備
（＋効率化）

新規整備
（＋効率化）

520～620

国際フィーダーコンテナ【内貿】
（30～50万TEU）

【外貿コンテナ】
８改目標貨物量
５６０万ＴＥＵ

新規整備
（＋効率化） 再編整備

（＋効率化）

新規整備
（＋効率化）

500～580


